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■ 関数 f(x) を次の分布の確率密度関数とするとき，
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f(x) dx = 1 であることを確認せよ．

(1) 自由度 n の χ2 分布
(2) 自由度 n の t 分布

（解） (1) 変数変換 x = 2 t により∫ +∞
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となる．(2) (a) n = 1 のとき，∫ +∞
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である．(b) n ≥ 2 のとき，変数変換 t = π/2 − y により∫ π
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であり，すべての z > 0 に対して Γ(z) = z Γ(z) が成り立つので，変数変換 x =
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が得られる.
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